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露店開設自主点検表

確認日 年  月  日
確認者氏名

確認項目 適 否

蘭
設
場
所

C 防火水糟～消火栓等消防水利の妨げになっていないか。
Ｃ

〓

消防自動車等の緊急車両進入路の妨げになっていないか。

鬱 妨げになっていないか。

防
央
管
理

Ｃ

〓
火災発生時の消火、通報、避難誘導の担当者を決めているか。

鬱

一

火気使用器具の周囲は、整理及び清掃されているか。

じ 火気使用器具はf積定した不燃性の床t台即よ積の三で便用しているぬヽど

C 露店等の関係者に消火器の取宇及い方法等を徹底しているか。
コンロの周囲は、可燃物から側方1 5cm以上、上方1前以上の距離を保うているかc∪

消
火
器

0 設置数は適正か。(原則、火気使用店舗に1本以上)
業務用の■火器を設置しているかも鼈

消火器に腐食や傷は無いか。

L
P
ガ
ス

ボンベは、火気から離れた直射日光の当たらない通気の良い場所に設置しているか。し

ボンベは、転倒防止策を施し、観客等と区画されているかもり

③ボンベは、1日の営業に必要な本数のみか。
Ｃ

〓

LPガスを使用する器具及びゴム製のホースは、とPガス専用のものを使用しているか。

じ ゴムホースは適正な長さで、ひび割れ等の劣化がないものか。
⑥

賓

火気使用器具とホィスの接続が確実であり、ホースバンドで固定しているか。

旺 三又分岐金具を使用していないか。

し 1本のボシベから複数に分岐させる場合、それぞれに開閉弁を設けているか。
ガ
ソ
:ジ

ン

容
器

は消防法令 1こ適▲甲 した金属容器を使用し、キャップを確実に閉めてしヽるか。3

リン等の保管は、火気か の良い場所か。鬱

ガソリン容器は発電機のマフラエ侍近等危険な場所に置かないと

6

携
珂丁
発
電
機

し 発電気は、安全な場所に設置し、観客等と区画されているか志

② 中の燃料給油が危険でおることを理解しているか。
催し開催中のやむを得ない燃料給油場所fよ、火気使用器具、観客等から十分安全な

距離を保つた場所を確保しているか志

※1確認者は、確認項目について判定し坤否欄にOを持すること。

※2送電電気を使用できる場合は、携帯発電機を使用させないこと。
※3露店等の開設届出書の副本とともに,この点検表を保管すること。



資料 1  露店の開設時における注意事項
i 消埒
□ 業務用の結火経を使うこと (住宅用消火器・エアプール武消火器・水パケツ等は使わない)

□ 容器の圧力計が低下したものを使わないこと (期Jが出ないため)
□ 容器が劣イヒ・腐食したものを使わないこと (容器が載裂するかもしれない)

水バケツ
工″リール
=闇
耐火出 住宅用消火器   業務用消火器

2 プロパンガスなど
□ 直射日光を避け、人気の近くに置かないこと。火気からは2盤以上確す、建しい連るはレンジガードや鉄穫筆で熱を送断するこ

レンジガードや断鳥歯 新― とし、プロ
バンと置いた例 (ボ溶 報 に熱を加えみい)

□ ひび樹れたホース、古いホースを使わないことこ

學 二盈血盛壷長を寵わない て法金により韓止 Z霞 ヒユーズ薯ノク付奮ガス弁毎は01()

ロ ボンペ蔵転欄しないよう水平な場所に置き、チューンやロープで固定することc

□ 呂とおしの良いお所て使用することロ

3 対象火気使用器具 (※)など
□ 不燃性 (鉄製・石書ポード)の台の上お＼

―
の上で償用すること (アルミホイル等敷いてもOK)。

□ たこ足配謀をしないこと。

□ 火気のまわりに燃えやすいもの、可熱的をほかないこと。

□ 使用中、人気のそばを離れないこと。

Elカセットボンペ等を使う船 、装筑部分を嗣 棒具でおおゎないこと (熱でボンペがれセ裂する)。
r対象火露●具」とは

政い。日伸・舞伸建出を使田する骨鼻やほ颯t備百とするE具で、大t饉阿▼
`晉
塁患たは、値嗣す

ることにかつて火策の働生のおぞれがあるE員の工とtいい申す。

′:"ドル
ガツリン瑣戯は事散につながります
取扱いには十分雄慮してください

4 発電機
□ 使用前L黙料を溝タンにし、中瞬いol匈しなくて済むようにすること。やむを得ザ織油する娼合、エンジンを停め、まわりに可燃駒等がない風

通しの良い安全な器所で実施すること。

□ ■醜 のマフラー付近にガンプン携行缶を置かなとヽ日

□ 給議する際i燃料悌行行のキヤンプを開けた時に燃料が大き出すことがあるので、ガス抜き栓でガス抜きをすること。

[ヨ 熱Чヽ・携行缶は直射日勇を通け、風とおしの良いホ陰等で保管することぃ

5 照l月器具
□ 紙等騰えやすいものあ近くで照明器具を濡いると発人の恐れがあるため,距際をとるなど十分注意すること。

中　鐵韓呼理爛耐的舟

期



大無使需BRと」ンヘの側に
レンジオード・不構下―ドを

Eど、占お盈通した,

資料2 プロパンポンヘの断熱処理例・複数店舗に対する消火器設置例

ブロパンポンペ 離隔距離が取れない娼合の断熱処理の例

とPSを台盛の下It移動させ
た例 (台座が不燻材等でなけ

れば、アルミホイル等で断熱

措E〉

ポンヘの高さを火気のEかれた

台より低くする。
ボンペ
',火
気にさら喜

“`解
分を

アルミホイ
心
ザゝマ/＼ ・‐ヽゴム(/ふ

Ⅲ
肖√＼_/‐｀、

複数店編に対する業務用消火器の設置 (歩行距離20m以内)

業穂用消火器のほかれた

位置から歩行距離20m
以内の露店は、 1本の業

務用消火器を兼用して差し

支えない。
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号研表 2 プロバンポンペ 離田距離が取れない鳩合の断熱処理の例

・エンヽ ,〉共気にきらされる工る部

分を,ルミエイ
'時
で重い、瞬無

した留

遺

きせた傷 (台とがネ贈霧

等でな切工転 アルミよ

イル等で断齢構H,

ふ√＼ノイ＼
二υヘプ ヘ＼

複数露店店舗に対する消火器の設置 (伊l)
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卜内に篠数の霧店がある構台、 1本の消火器を兼用して

も良い (違う業書岡士の毎唐であつても)

20m収内に粛歳が讚接言滞火善t韓用し

し、期らかに火災の発生するウスタが高いと

ユ店編につき1本とする。

?0れ 以_はの位置に消火器めである

場合、消火儀をte加

●



露店の開設時において守るべきこと

1 消火器
□ 基塗用い連火器を使うこと く住宅用消火器・エアゾール式消火器・:水バケツ等は使わない)

と¬ 容器のに力計が低下したものを使わないこと (薬剤が出ないため)

□ 容器が劣化・廃食したものを使わないこと 〔蓉器が破裂するかもしれない)

水バケツ
エタツール式働屈驚火

“

具 住宅用消火器    業務用消火器

學 長 心 ド
'平

甲錦

圧力計 Fよ線の範 ll11が正構 (1屋いと消火薬剤が鵬ない )

2 プロパンガスなど
□ 直射置光を避け、火気の近くに置かないこと。人気からは 2,4以上離す .難 とい場合はレンジガー ドや鉄板等 ご熱を遮断する。

レンジガードや断熱材で断熱処理をし、プロバンを置しヽた例 (ボンベく」盤に熱を加えない)

コ びび害曖れたホース、古いホースを使わないこと.

主: 二xttI`筵全桑を使わなしヽ (法今により楽た 熟‐f ir― ズoッ ク4チ きガス弁等′まOK'

C「Jボンベは転笹lしないよう水平な場所に置き、チェーンやコープで固定すること。

国 鳳とおしの良い場所で使用すること。

3 対象人気使用器具 (※)など
函 不燃性 (鉄製・石膏ボー ド)の台の とか、断熱材等のfLで使用すること (アルミホイル等敷いてもOK)。

困 たこ足配線をと夕ないこと。

疇 火気のまわりに燃えやすいもの、耳燃物を置かないこと。

l可 使用中、火気のそぼを離れないこと。

ロ カセットボンベ等を使う場合、装鎮部分を調理器具でおおわないこと く熱でボンベが破製する)。

「対象人気観 ュと:よ

歳体・鳳体・電体爆鶴セ僅隠するB員や4毎t魚源とするい■で、大を使用すみIB翼または,健層す

ることによつて火災の帰とのおそれがある愚風のことをいい藤す。
ガツリ

ケリトⅢ 働電4 わた熟猟 電車ヨンロ 取搬↓か,`
ン噴 t題は事おtにつながります
に`は十分注憲してくだとい

4 発電機
B使鳥前に燃料を満タンにし、給油しなくて済むようにすること。やむを得ず給油する場合、エンジンを停め、まわりに可燃物等がない風

通しの良い安全な場所で実施すること。

こi発電機のマフラー十ヽl近にガンソン携行缶を置かない。

こB給油する際、燃料携行缶のキャンプを開けた時に燃料が
'大
き出すことがあるので、ガス抜き栓でガス抜きをすること。

目 燃料携行缶は直射日光を避け、風とおしの良い木陰等で保管することっ

j 照明器具
□ 紙等燃えやすいものの近くで照明器具を用いると発火の恐れがあるため、距離をとるなど十分注意すること。

闊


